
鉱物のグローバル 

サプライチェーンと人権 

公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本 

渉外担当 土井陽子 
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アムネスティ・インターナショナルとは 

●世界72カ国を活動拠点として世界中の人権問題に取り組む国際人権NGO。 

アムネスティ・インターナショナルは、すべての人びとの 
人権が守られる世界をめざし、活動しています。 

●ほぼすべての国と地域で700万
人を超えるサポーターとともに
活動。 

●1977年にノーベル平和賞受賞。 

●人権侵害が起きている国に調査
団を派遣、実態を把握。報告書
等で世界に発信。 

●中立の立場から、国連や各国 
政府に対し、国際法を守り、人
権を尊重する政策をとるよう働
きかけている。 
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SDGsとアムネスティの活動 

どれも人権と 

つながるテーマ。 

あえて選ぶなら、 

ゴール16。 



「持続可能な開発サミット2015」にて 

▽Salil Shetty address to Sustainable Development Summit 2015 

https://www.amnesty.org/en/latest/news/2015/09/salil-shetty-address-to-sustainable-development-summit-2015/ 

SDGs実現のために必要なことは、 

Ownership、Accountability、 

Non-discrimination、Coherence である。 © UN Photo/Mark Garten 

We cannot hide the reality of the world we live in. 

And then… there is the world we want, the world 

represented by the Sustainable Development 

Goals. 

わたしたちが「今住んでいる世界」の現実を隠
すことはできない。わたしたちには、SDGsが

表しているような、「そうなってほしい世界」が
ある。 

There is declining trust in governments and 

big corporations and young people across the 

world are rising in protest. 

政府や企業への信頼感が薄れており、 

世界中で若者が抗議の声をあげている。 
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スマートフォンに隠された真実 

あなたのケータイ、「児童労働」につながっていませんか？ 



●コンゴ民主共和国南部のコバルト鉱
山での人権状況を調査し、報告書に。 

●コバルトは、スマートフォンやノートパ
ソコン、デジタルカメラの充電式リチウ
ムイオン電池の主な原料。過酷な労
働環境で採掘されている。 

●コバルトの世界産出量の50%を占め
るコンゴ。同国産コバルトの20％が南
部で手掘りで採掘されている。手掘り
の採掘労働者は11～15万人。そうし
た鉱山では子どもも働いている。 

●コバルトは国際的な法規制の対象外。 

報告書「命を削って掘る鉱石」 

▽「命を削って掘る鉱石」報告書概要部翻訳 http://www.amnesty.or.jp/library/report/pdf/drc_201606.pdf 

http://www.amnesty.or.jp/library/report/pdf/drc_201606.pdf




●手掘り鉱山は、坑道が補強されておら
ず、落盤の危険と隣り合わせ。換気
が不十分なため、窒息の危険も。 

●事故でひと月に5人の労働者が死亡。

事故の多くは公表されず、正確な数
字は不明。遺体はがれきに埋もれた
まま。 

●労働者は手袋や作業着、フェイスマス
クなどの安全装備もなく、長時間働い
ている。コバルトの粉塵による呼吸器
疾患、皮膚炎といった健康被害が深
刻。 

●鉱石を素手で選別、洗浄する子ども
たちや女性たちの身体にも影響が。 

●手掘り鉱山の多くは無認可で、安全
管理が徹底されておらず、装備や有
害物質の危険性についての指導もな
い。 

 

命を削る鉱石の手掘り 
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●コンゴの採掘現場で働く子どもた
ちは4万人といわれ、その多くが
コバルト採掘に関わっている。 

●子どもたちは、鉱石を集め、選別、
洗浄、粉砕し、自分の体重より重
い鉱石を運ぶ作業に従事。 

●1日12時間働いても、もらえる報
酬は1～2ドル。 

●親に決まった収入がなく、働かざ
るをえない。学校に通っていても、
学費のために始業前や放課後、
週末などに鉱山で働いている子
どももいる。 

●採掘産業は国際基準で「最悪の
形態の児童労働」とされている。 

 

危険だらけの鉱山で 

働く子どもたち 
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●コンゴ産コバルトの40％

を買い取っているのが、
中国の鉱業大手、華友コ
バルト社の子会社。 

●同社により中国に輸出さ
れたコバルトは、中国・韓
国のリチウムイオン電池
部品メーカーに供給され
る。 

●この部品を使ったバッテ
リーは、アップル、マイク
ロソフト、サムソン、ソ
ニーといった電機電子
メーカー、ダイムラー、
フォルクスワーゲンなど
の自動車メーカーに提供
されている。 

あなたのケータイや 

パソコンにコンゴ産 

コバルトが？ 



●コンゴは世界最大のコバル
ト産出国。手掘り採掘の劣
悪な労働環境と児童労働
は、過去にも報告されてお
り、高リスク地域。 

●コバルトを製品に使用して
いる企業は、OECD「紛争
地域及び高リスク地域から
の鉱物の責任あるサプライ
チェーンのためのデュー
ディリジェンス・ガイダンス」
に沿って、デューディリを実
行すべき。 

●OECD ガイダンスは、中国
商務部下部組織の中国金
属・鉱物・化学薬品輸出入
者商工会でも受け入れら
れている。 

デューディリジェンスの
国際基準を満たせて
いない企業 



最終製品メーカーへの質問状 
●調査対象のコンゴ産コバルトのサプライ
チェーンに含まれる中国・ドイツ・日本・
韓国・台湾・英国・米国の企業26社に質
問状を送付。 

●華友コバルトがデューディリを怠っている
のは明らか。 

●華友コバルトとの取引についての最終製
品メーカー16社の回答は以下のとおり。 

－「取引がある」 1社 

－「取引がない」 5社 

－「調査中」 6社 

－「わからない」 4社 

－「コンゴ産コバルトは使用していない」  2社 

●質問状の前に、コバルトの原産地を調べ
たり、華友コバルトと連絡している企業は
1社もなかった。 

 



アムネスティからの提言 

●コンゴ政府への提言 

ー採掘認可区域を増やし、管理できる採掘区域を拡張すること。 

ー労働安全対策をすべての手掘り採掘者を対象に拡張すること。 

ー最悪の形態の児童労働に関する項目を含め、労働基準の実効 
性を向上させるため、モニタリングと実施体制を確立すること。 

ー初等教育を無償の義務教育として提供すること。 

●中国政府への提言 

ー海外で操業する中国系採掘企業に、サプライチェーンを含み、
自社事業に関わる人権侵害への対応を義務付けること。 

●企業への提言 

ー自社製品にコバルトが含まれる企業は、劣悪な労働環境でコバ
ルトが採掘されていないかを調査し、情報公開すること。 



これまでの成果 

●報告書で名前があがっていない企業も含め、数社から
自社のコバルトのサプライチェーンを調査中と連絡が
あった。 

●中国政府が、アムネスティの報告書の内容を受けて、
名前のあがった中国系製錬業者と話をすると言及した。 

●中国の採掘企業商工会が4月に北京で2日間の業界会
議を開催。アムネスティの報告書の内容も協議。 

●4月初旬に事務総長がアップル社CEOティム・クック氏
に面会。コバルトのサプライチェーンについて、アムネス
ティが報告書で示した証拠は十分説得力があるとして、
同社でこの問題をもっと詳しく検証すると発言。 


